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NY マーケットレポート（2019 年 10 月 30 日） 
 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

 

NY 市場レポート 

 

主要な米経済指標の結果 

10 月 ADP 雇用統計 12.5 万人（予想 11.0 万人・前回 13.5 万人⇒9.3 万人） 

10 月の ADP 雇用統計では、雇用者数の伸びが市場予想を上回った一方、前回結果が下方修正され、実質

の伸びが小幅にとどまった。財生産部門の雇用者数は-1.3 万人となり、鉱業と建設業、製造業でマイナ

ス、サービス業は 13.8 万人となった。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

3Q GDP（前期比年率） 1.9％（予想 1.6%・前回 2.0%） 

3Q 個人消費（前期比） 2.9％（予想 2.6%・前回 4.6%） 

7-9 月期の米 GDP 速報値は、前期からやや減速したものの、市場予想ほど減速しなかった。GDP の約 7 割

を占める個人消費が+2.9％（前期+4.6％）となり、耐久財が+7.6％（+13.0％）、非耐久財が+4.4％（+6.5％）。

サービスは+1.7％（+2.8％）、住宅投資は+5.1％（-3.0％）、また設備投資が-3.0％（-1.0％）と 2 四

半期連続のマイナスとなった。 
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データを基に SBILM が作成 

 

データを基に SBILM が作成 
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FOMC FF 金利誘導目標 1.50％-1.75％（予想 1.50%-1.75%・前回 1.75%-2.00%） 

米 FRB は FOMC で、政策金利となる FF 金利の誘導目標を 0.25％引き下げ、1.50％-1.75％とすることを決

定した。7 月、9 月の会合に続いて 3 回会合連続の利下げ決定となった。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

FOMC の主な声明 

・経済見通しに対する世界動向の影響や弱いインフレ圧力を考慮し、FF 金利の目標誘導レンジを

1.50-1.75％に引き下げることを決定した。 

・労働市場が力強く推移し、経済活動が緩やかなペースで拡大している。 

・ここ数カ月、雇用の伸びは概して堅調で、失業率は低いままだった。 

・家計支出は力強いペースで増加したが、企業の設備投資と輸出は弱いままだった。 

・長期的なインフレ期待の指標はあまり変わっていない。  

・経済の見通しを引き続き注意深く監視する。 

・政策決定で反対投票をしたのはエスター・ジョージ氏とエリック・ローゼングレン氏、ともに FF 金利

の目標誘導レンジの据え置きを支持した。 
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米主要株価指数は反発、S&P500 は終値ベースで最高値を更新 

米株式市場は、主要株価指数は序盤から上値の重い動きが続いていたが、FOMC で政策金利の引き下げが

決定されたことが好感されて買い優勢となった。ダウ平均株価は、序盤から上値の重い動きとなり、一

時前日比 71 ドル安まで下落した。FOMC 後は上昇が続き、115 ドル高で終了した。一方、ハイテク株中心

のナスダックは 27ポイント高で終了し、S&P500は 9ポイント高となり、終値ベースで最高値を更新した。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドル/円は一時 109.28 まで上昇してもドル高が続かず 

NY 市場では、FOMC の結果発表を控えて様子見ムードが強く、ドル/円は序盤から小動きの展開となった。

序盤に発表された ADP 雇用統計が市場予想を上回ったものの、前回結果が下方修正されたことで実質の

伸びが小幅にとどまったことや、FOMC を控えていたことで、第 3 四半期の米 GDP が市場予想を上回った

にも関わらず、市場の反応は限定的だった。FOMC では、予想通りに FF 金利の誘導目標が引き下げられた

ものの、「成長を維持するために適切に行動をとる」との文言が削除されたことから、追加利下げの可

能性が後退したほか、パウエル FRB 議長が会見で金融政策は現行スタンスが適切と発言したことも影響

し、長期金利が上昇。それに伴い、ドル円も 8/1 以来となる 109.28 まで反発した。しかし、「利上げに

は著しいインフレが必要」とのパウエル FRB 議長の発言を受けて米 10 年債利回りが 1.824%から 1.769%

まで低下し、ドル/円も 108.72 まで下落した。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  


